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第１回 知的財産戦略ビジョンに関する専門調査会 議事要旨 

 

１．日 時 ： 平成２９年１２月２６日（火）１６：００～１８：００ 

 

２．場 所 ： 中央合同庁舎４号館 共用 108会議室 

 

３．出席者 ： 

（専門調査会委員） 

安宅 和人  ヤフー株式会社 チーフストラテジーオフィサー  

池田 祥護  学校法人新潟総合学院理事長／日本青年会議所 2018年度会頭 

梅澤 高明  A.T. カーニー株式会社 日本法人会長 

落合 陽一  筑波大学 図書館情報メディア系 准教授 

妹尾 堅一郎 特定非営利活動法人産学連携推進機構 理事長 

冨山 和彦  株式会社経営共創基盤 代表取締役 CEO 

原山 優子  総合科学技術・イノベーション会議議員【本部員】 

渡部 俊也  東京大学 政策ビジョン研究センター 教授   

吉村 隆  日本経済団体連合会 産業技術本部長（日覺昭廣委員代理） 

 

（内閣府） 

松山 政司 内閣府特命担当大臣（知的財産戦略担当） 

住田 孝之 知的財産戦略推進事務局長 

永山 裕二 知的財産戦略推進事務局 次長 

小野寺 修 同           参事官 

岸本 織江 同           参事官 

仁科 雅弘 同           参事官 

北神  裕 同           企画官 他 

 

（経済産業省） 

高木 美香 産業技術環境局基準認証政策課 総括補佐 

 

（特許庁） 

武重 竜男 総務部総務課 企画調査官 

  

４．議事 

 開会 松山内閣府特命担当大臣 

 議事 

  (1) 趣旨説明等について 

  (2) 将来予測のためのデータと兆しについて 

  (3) 意見交換 

 閉会 住田知的財産戦略推進事務局長 

 

 

参考１ 
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５．配布資料 

資料１：知的財産戦略ビジョンに関する専門調査会の設置について 

資料２：知的財産戦略ビジョンに関する専門調査会の運営について（案） 

資料３：知的財産戦略ビジョンに向けた検討の進め方と論点 

資料４：将来予測のためのデータと兆し 

資料５：今後のスケジュール 

参考１：知的財産戦略本部令（平成 15年政令第 45号） 

参考２：先行する政府内ビジョンについて 

参考３：知的財産関連データ 

 

６．議事概要 

 事務局より議題（１）及び（２）について説明を行った後、「イノベーションが創出さ

れ、人が幸せになる未来の社会像」について、「テーマ１：『現在』から予測される『未

来』」及び「テーマ２：その『未来』は人に幸せをもたらすか？」の順で、グループディス

カッション形式により意見交換を行った。 

 

出席者による主な意見等は次のとおり。（必ずしも発言順ではない） 

   

＜テーマ１：「現在」から予測される「未来」＞ 

 

（未来の社会像、競争力） 

○ 今後は「ブレードランナー」的な完全に都市中心型の未来となるか、「風の谷のナウシ

カ」的な技術を活用して自然と共存しつつ都市にもアクセスできるような未来となるか

の２極の可能性があると考えるが、現在がその分岐点。 

○ あらゆるものがＡＩ・データ化し、つながり合うことは止められない。ＡＩにより生産

性が劇的に向上する。データをメタ化する（重要な部分を抽出する）部分が競争力の勝

負になっている。 

○ デジタル「or」アナログという世界から、サイバー「and」フィジカル、コンテンツ

「and」サイエンスなど、すべてが「and」化する。その裏で、地域の独立化とアライ

アンス化など遠心力と求心力が共に働くようになる。 

○ ものづくりやクリエイティブの世界において、個人の発案から実現までの距離が短くな

る。また、ＡＩと人が同じ作品を作っても、人が作るからファンがついてくる。一方、

そのようなファンを獲得できない無名な下請け会社は、ツールに代替されていくだろ

う。 

○ ＡＩが進展して人間がやることが少なくなった「超ヒマ社会」をどう過ごすかが課題と

なる。一方、国の安全保障や倫理について考える部分は依然として人間の仕事として残

り続ける。 

○ 中国のような新興経済大国への対抗戦略としては、量での競争をあきらめ、代わりにそ

の他の部分で勝負することが重要。 

 

（境界の柔軟化） 

○ 国や市場、会社の境界が柔軟になっていく。ＡからＢに代わるということではなくＡから
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混沌とした世界に移る。ただし、混沌＝不安定というわけではない。従来の境界を前提と

した仕組みやルールの多重化・重層化が起きると共に、貨幣ではない価値が生まれる。 

○ 会社の存在意義としては、製造責任と瑕疵担保責任が最後まで残るのではないか。例え

ば、自動車で事故を起こしたら誰が責任を取るのかという問題を解決する必要がある。 

○ 人がテクノロジーによって強化されることで、一人の人間においても役割の多重化が起

きる。 

○ 本来の意味の「百姓」（ひゃくせい）、つまり多様な仕事を持つ者が増えるのではないか。 

○ どこまでが「人」なのかという境界線も柔軟になる。「ボット」という形で自分を模した

自律的存在がサイバー空間にずっと残ることも可能になり、生きる、死ぬの境目すら概念

的にはわからなくなるかもしれない。 

○ 通信速度が速くなれば、情報伝達という意味で人間同士が隣にいる意味はない。とはい

え、人間は孤独に弱いため、横にいることが価値を持つ。 

 

（シェア） 

○ シェアリングが今後行きつく先は、人の能力のシェアリング。副業も増えていくだろ

う。 

○ ビジネスの形態は「独占」から「利用」という形に変化し、技術も自己の「保有」から

他者の持つものへの「アクセス」という形に変化するだろう。 

 

（新しい価値） 

○ 仕組みやルールの多重化と共有が同時に進んで、今までの価値観が崩れてくる。そのよ

うな中では、選択肢を増やしていくことが重要であり、多様性こそが我々の新しい価値

になるだろう。選択肢がある社会において、個人のポートフォリオマネジメントが重要

になる。 

○ 今後モノを売っていくためには、「夢×技術×デザイン」が必要であり、価値デザイン

も含めた「デザイン」や「パッケージ化」重要になり、技術そのものよりもデザイン

に価値が集中する。 

○ 創意工夫する人同士の交流によって価値が新規に創出されるのではないか。 

 

（教育） 

○ 世界で戦えるような人材を育成していくことが必要。ＩＴ化が進むと教育の役割も変わ

っていく。教育の形態は、知識の伝授から互学互習へ変わる。大学は、様々な人材が集

まり、アイデアの交換提供する場。 

○ 大学はこれまでパイプライン（個別校）同士の競争だったが、そのプラットフォーム化

が進むのと同時にプラットフォームのパイプライン強化も進むだろう。 

○ 大学は、学生の卒業で自動的に人材が流動するため、生産性の高いプラットフォームと

して機能する。 

 

（知的財産の意味） 

○ 知的財産が成り立つ前提として国による権利担保があるが、今後、国の境が柔軟になり権

利を担保してくれる国の保障がなくなると意味がない。 

○ 色々なものがクリエイティブ・コモンズ的なものになる。オープンソースの力が重要にな
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るのではないか。 

 

＜テーマ２：その「未来」は人に幸せをもたらすか？＞ 

 

（幸せの価値観） 

○ 組織など幸せを含む価値観を共有していたものの境界が曖昧になれば、個人が自らの幸

せを自分で探していく、即ち受け身の幸せから自発的な幸せに移っていくのではない

か。 

○ 我々が住む世界の多様性を価値にすることが重要であり、個人の選択の自由度が増える

ことが好ましい。一方、 

○ 生きていくにつれて次第に選択肢・可能性が狭まる社会はつまらない。逆に選択肢が広

がっていくのが理想ではないか。 

○ 選択肢があり、１つのルールに捉われるのではない社会になれば、帰属意識・関係を作

ることで安定を欲するようにもなるだろう。個人からチームへ移行し、その帰属集団に

評価関数が置かれ、幸せの評価関数を流動化するのではないか。 

○ 技術を使って豊かに生きる、即ち人間を解放する技術や、人間が生きる実感を高められ

るような技術が求められていく。「生きている感」、「生（なま）」であることに価値が出

る。 

○ デジタルのコストが下がることにより、リアル（＝非デジタル）の価値が高まり、より

贅沢品になる。車がなくなれば、かえって現在の乗馬クラブのように、乗車クラブがで

きるのではないか。 

○ 痕跡、足跡を残すことに人はもっと執着するのではないか。自分の価値を証明してくれ

るものが今より必要になる。自分が生きた証、今生きている実感を求めるようになる。 

 

（「未来」の相反性） 

○ SNSなどでつながりすぎると、つながりから解放されたい時もあるのではないか。 

○ 利便性が面白さを減らすという相克を違う流れにできないか。例えば、検索（によって

すぐに答えが見つかってしまう）よりも、むしろ探索、散策することに価値を見出すの

ではないか。 

○ 選択できることが必ずしも幸せにつながるとは限らない。既に個人が能動的に選択をす

る「カフェテリア方式」が働き方や仕事に求められ始めているが、これまでの「幕の内弁

当方式」を好む人とのギャップが生じ始めている。実は後者が７～８割を占めるかもしれ

ない。 

○ 人間は帰属欲求が強い生き物。帰属せずには生きていけない人が圧倒的に多いのではな

いか。国家が今まで程意味を持たなくなったときに、人はどこに帰属を求めるのか。これ

まで人間を包摂するのは集落や会社、家族だったが、それも変わりつつある中、これから

はどうなるのか。 

○ ＡＩがいろんなことをやってくれるようになると「愛」が重要になる。帰属よりもっと

強い人同士の直接的な関係性。それがないと人間は安定できないのではないか。 

○ 科学や社会システムの発達・複雑化によって、疎外感・不安感を感じる人もいる。疎外

感を感じる人が多く出てくると、それをダークサイドがさらっていくようなことにもな

りかねない。 
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○ 技術やシステムを使いこなすマルチタスクの一部の富裕層と、その他大勢という層の二

極化が進むのではないか。それは国内でも国際的にも色々な意味でのリスクを大きくす

るのではないか。 

○ 都市と田舎の分断、人材の偏在化が一層の問題になる。相互交流によりエンパワメン

トができないか。 

○ 今回もそうかもしれないが、世界観が大きく変化するときには社会的な変動が起きた

ケースが多い。今回は科学技術信仰が崩壊し、科学技術主導のイノベーションの是非

が問われる時期になる可能性もあるか。 

 

（その他） 

○ 科学者、経営者など「賢い人達」が考える未来に納得できないと感じる人も多いので

はないか。 

○ モノ・サービスや働き方の多様性は、技術によってすでに実現している。都市集中は

多様性を失わせる方向に行くので、多様性を支える技術を活用して都市以外に様々な

場を作るのが必要ではないか。 

○ 社会を変えるのはリーダーだと考えられているが、実は社会への影響力という面では

「ファースト・フォロワー」が重要ではないか。フォロワーがリーダーを作るという

側面もある。 

○ 世界の中での日本の立ち位置を理解することが必要。量で勝負できなくとも価値観に

共感を得ることで中心になれないか。 

 

以上 


